




















NC では Auger 再結合速度が異なることが知られており，Auger 再結合速度が異なると MNS
と相互作用させた際の挙動も異なると考えられるが，Auger 再結合速度と多重励起子緩和過
程制御の関係の詳細な報告はない。したがって本研究では，Auger 再結合速度が速い CsPbBr3 
NCと，遅い CdSe/CdS NC を合成し，MNSとして原子間力顕微鏡（AFM）のカンチレバーに
銀をスパッタしたもの（AgTip）を用いた。AgTip を用いることで，ナノメートルオーダーで
単一半導体 NC と MNSの距離が制御可能になるため，より詳細に NCと MNS の相互作用に
ついて検討することが可能になる。AgTip と単一 NCの距離を制御し，それぞれの距離におけ
る NC の発光挙動を解析し、先行研究の CdSe/ZnS NC の結果と比較することで，Auger 再結
合速度と多重励起子緩和過程制御の関係の解明を試みた。 
【実験】CsPbBr3 NCは，Cs2CO3とオレイン酸をオクタデセンに溶解させた溶液と PbBr2のオ
クタデセン溶液を高温で反応させることで合成した 2）。CdSe/CdS NCは Cd 前駆体に Se前駆





定した AFM 像から単一半導体 NC を選択して AgTip との距離を制御し，距離に依存した単
一 NCの発光挙動を測定した。 
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図１ AgTipとの距離を制御したときの単一 CdSe/CdS NCの発光強度の時間変化(a-c)，光子相
関ヒストグラム(d-f)，発光減衰曲線(g-i)  
